
★東北支部 秋季総会「紙面報告」の内容 

２０２１年度 秋季総会「紙面報告」 

                       2021.10.1 

                         支部長：及川 明 

                         事務局：櫻谷 務 

 

コロナの収束が見えないまま、前半（4月～9月）が終了し 10 月に入りました。 

前半の最大の出来事と言えば、紆余曲折あった【2020 東京オリンピック・パラ

リンピック】が無事に開催された事ではないでしょうか。 

一方、豊友会の活動に目を転じますと、全国的には各支部共に様々な工夫を凝

らしての活動になりました。 

その様な中で、当支部は、「オンライン・紙面」による活動を予定通り実行する

事が出来ました。これも偏に、皆様方のご理解と絶大なるご協力の賜物と深く

感謝申し上げます。 

今回は、前半（4～9 月）の活動報告・収支報告そして後半（10 月～翌 3 月）の

活動方針を確認させて頂きます。 

詳細は、別紙を参照して頂きますが、読後に結果（報告内容の認否）と併せてオ

リジナル企画に回答のうえ返信をお願いいたします。 

返信期限は、10 月末を予定しており、全員からの返信を切に希望いたします。 

また、早ければ早いほど大歓迎です。 

 

１） 会員実態・支部体制 

 →会員数４２名は変わらず、支部体制も変わらず 

２） 支部活動実績・同好会実績 

 →オンライン・紙面での予定通りの活動が出来ました 

  同好会は、活動を自粛しました 

 →当支部オリジナル企画２題実施しました 

  ４月：入社当時（新人時代）のエピソード 参加率 93％ 

  ６月：秘密のカイインショウー（食関連） 参加率 81％ 

   ・・・多くの方々のご参加ありがとうございました・・・ 

３） 収支報告・会計明細 

 →支出の 53％（36,370 円）は通信費（切手代・郵送料） 

  46％（31,588 円）は運営費（封筒・インク・事務費）でした 



４） 本会の存在意義・共有しておきたい３つ思い 

 →再確認をお願いします 

５） 東北支部が目指す豊友会活動とは 

 →常に『確認・意識』しながら活動してまいりました 

  今後も継続します 

６） 今後の活動予定 

 →現時点で想定する環境を考慮した方針です 

  今後の環境変化に応じて、臨機応変に対応する事になると思います 

 

   どこかで聞いたような気が・・・・ 

   労働災害上の安全管理における経験則として知られるハインリッヒの 

法則 [1：29：300 の法則] 

基本的な考え方は、「同じ人が災害を 330 件起こしたとしたら、うち 1 件

は重い災害である。また 29 回は軽傷事故で、残り 300 回は傷害や物損の

可能性があっても結果的に傷害がなかった事故である」というものです。 

 

上記の考え方で見た場合、330 回の事故のうち 9割強にあたる 300 回の事

故では、傷害は発生していません。しかしこの 300 回の背景には数千以上

の不安全な行動・不安全な状態が確実にあったことに着目する必要があり

ます。 

ハインリックの法則は、災害発生の背景には必ず危険や有害要因が多数あ

ることを意識することが必要だと示しています。 

家庭や外出時などの日常においても、この法則に基づいてヒヤリハットへ

の対応することが大切です。 

 

ヒヤリハットとは？・・・大きな事故やケガには至らなかったものの、事

故になっていた可能性のある、一歩手前の出来事のことです。 

事故を防止するには、「（たまたま何事もなかったけれど）ヒヤリとした・

ハッとした」ことをそのままにせず、教訓として改善策を立てて実行する

ことが大事です。 

 

引用文：（HOME ALSOK 研究所 のﾊｲﾝﾘｯﾋの法則とは？日常におけるﾋﾔﾘﾊｯ

ﾄ事例） 

 



 

 皆様から「ヒヤリハット」を報告頂き、その内容を全員で共有する事 

で事故を未然に防ごうとするものです。 

事例を挙げますと 

【日常生活】・・家庭内や近所など、日常生活でのヒヤリハット 

 ・リビングの電源コードに足が引っ掛かり、転びそうになった 

 ・浴室の床が濡れていて滑りそうになった 

 ・孫がベランダのカギを開けて一人で出てしまった 

 ・帰宅したら玄関の鍵を閉め忘れていた 

【車の運転中】・・自動車・自転車運転中にも様々なヒヤリハット 

 ・凍結した道でスリップして赤信号の交差点に突っ込みそうに 

 ・前方の路肩を走っていた自転車が急に蛇行し、慌てて避けた 

 ・青信号での左折時、子供が横断歩道へ突然走って進入し、 

急ブレーキを踏んだ 

                             等々 

 

   どなたも、必ず何かしらの経験をされているはずです。 

   何件でも結構ですので、是非ともご回答願います。 

   報告された内容は、集約し皆様へフィードバックさせて頂きます。 

   前述の事例にこだわらず、特殊な経験も期待しております。 

 

                              以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                  2021.10 豊友会東北支部 事務局 

①  秋季総会「紙面報告内容」 該当に〇して下さい 

ア） 承認 

イ） 否認 （理由：                 ） 

ウ） 保留 （理由：                 ） 

 

②  ヒヤリハット記入欄（スペース不足の場合、裏面でも可） 

 

 

 

 

 

 

③  その他 （自由欄） 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

ご記入日：２０２１.１０. 

 

ご記入者名：                         



 支部長挨拶文 

豊友会東北支部 秋季総会にあたり 

支部長 及川 明 

仲秋の候、皆様方にはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 
１０月、やっとコロナ対応緊急事態宣言等が全面解除となりました。 
予断は禁物ですが、まずは一段落？トンネルの先に灯りが見えてきたようにも

思います。 
今回の秋季総会も、予定通りの紙面総会になりますが、今回が最後の紙面総会

と期待し？審議事項・承認事項を本紙面にて実施したく、みなさまのご了承を

お願いする次第です。 
活動状況、予算使用状況等まとめましたので、ご一読の上、質問・意見などござ

いましたらご一報下さい。 
ご検討頂き、審議事項・承認事項につき、皆様のご承認を頂ければ幸甚です。 

 
活動報告にもあるようにコロナ禍で制約を余儀なくされた中でしたが、事務局

には「連絡だけは密に」とるよう努力して頂きました。 
「入社当時のエピソード」「食に関する思い出」等々、オリジナル企画で工夫し

て頂きました。 
皆様からの返信率も平均８７％で、９割近い参加となり嬉しき限りです。 
この間、皆様の息災を確認できたと同時に、普段では見られない側面？も観察

されユニークで面白い企画だったように思います。 
今回の「ヒヤリ・ハット」企画にも多くの方々の参加を期待しております。 
事務局の奮闘に改めて感謝・感謝です。 

 
恒例の新年会は対面で、と期待しているのですがいかがでしょう？ 
歓迎会やら近況報告等、久々に語り合いたいものです。 
もうちょっとです？それまでお互いに健康に留意し元気にがんばりましょう。 
皆様との再会を楽しみにしております。 

 
宜しくお願い致します。 

 
２０２１年１０月吉日 


